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組立1号マンホール標準構造図
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組立１号マンホール(内径90)標準構造図 縮尺 1:30

平 面 図
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調整コンクリート

（必要とする場合）

副管標準構造図 縮尺 1:30
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断  面  図

平 面 図

起 点 部
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断  面  図

汚水桝標準構造図 縮尺 1:20

断 面 図

平 面 図
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0～90゜曲り
インバート
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鋳鉄蓋（◎300） 密閉式内蓋
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インバート桝 ゴム輪受口片受直管

塩ビ製密閉蓋

ゴム輪受口片受直管

立管◎200
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◎100、150

縮尺はA1出力時を示す。A3出力時は図示の50％
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桝
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極小立坑寸法表

立坑番号 取付管 取付管径 圧入管径 汚水桝 汚水桝深 圧入深 埋戻し深 刃口 ボイド 余裕

番　号 GL H H1 H2 75 L950 L1450 L450 L950 L1450 L450 950 t

(mm) (mm) (m) (m) (mm) (mm) (mm) 本 本 本 本 本 本 本 (mm) (mm)

500 3.85 2.70 3050 2200 1 1 525 50

500 3.90 2.80 3150 2300 1 1 175

700 3.82 2.83 3180 2330

500 3.84 2.90 3250 2400 1 1 275

先頭管 中間管 最終管

50

50

1

ASAS
AS

ASAS
AS

106 160

6
.
6

2
5
4

6
.
6

6
.
9

3
0
5

6
.
9

下水道用硬質塩化ビニル管下水道用硬質塩化ビニル管

中込注入材 中込注入材

一般構造用炭素鋼鋼管　◎300　T=6.9mm一般構造用炭素鋼鋼管　◎250　T=6.6mm

◎150◎100

推進用鋼管（STK400） 推進用鋼管（STK400）

名　称 規　格 単位 数　量

セメント

ベントナイト

水

普通ポルトランド kg

kg

m3

500

100

0.8

中込注入材配合表（参考） 1m3当り 1 1 205 50

11

11

11

縮尺はA1出力時を示す。A3出力時は図示の50％


